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受験番号 経済  

    

2025年度 大学院経済学研究科 経済学専攻博士課程前期課程 入学試験問題（社会人・セカンドステージ入学試験） 

 

【 論 文 】 

 次の文章を読み、下記の問題に答えなさい。 

 

 1980年代から90年代中頃にかけて新自由主義的なグローバリゼーションが、一般的に

は漸進的に、しかしある時期には一挙に進行した。北、南そして東の国々の経済はアメリカ

が先頭を切って1970年代末から推し進めてきた経済政策のもとに統合されたのである。そ

して東西冷戦の終結によって、唯一の超大国となったアメリカが、IMF・GATT体制に代わ

って、新自由主義に基づいて全世界を再統合化（IMF・GATT体制は部分的包摂であった）

するかにみえた。なおこうしたグローバリゼーションは、経済・政治的な要因だけでなく、

1980年代から始まった新たな科学技術の進展（ICT〔情報通信技術〕革命）にも支えられた。

ICT革命は、企業の海外進出コストの引下げを可能にし、企業の海外展開を加速させた。こ

うした諸要因が重なって1990年代初めにグローバリゼーションの時代が始まったといえる。 

 しかし、もう少し詳細に分析（敷衍）すれば、金融面でのグローバル化と、財貿易・サー

ビス貿易面でのグローバル化とは、重複する部分もあるが、異なったルートで進展したと考

える。金融面でのグローバル化は、80年代より、組織的・制度的というより、各種金融商品

の開発や売込みによってウォール街の利益を確保・拡大するためにアメリカが先導し、先進

各国が自発的にそれに追随するかたちをとり、途上国の一部や移行経済国もそれに続いた

（これを構造的権力＊という）。もっとも、国際機関であるIMFが、コンディショナリティを

課し、ワシントン・コンセンサスに基づいた金融自由化や構造改革を、途上国や移行経済国

に迫ったことも事実である。 

 他方、財貿易・サービス貿易面でのグローバル化は、GATTにおける多国間貿易交渉の場、

いわゆるラウンドを舞台に制度的な展開を中心にしていた。ウルグアイ・ラウンド交渉がそ

の代表である。ラウンドでは農産物を含む財にかかる関税率の大幅引き下げが決定された。

またWTO設立協定が成立し、サービス貿易の自由化、貿易面に限定した投資ルールやそれ

らの自由化を保証するための知的財産権の保護に関する取決めがなされた。アメリカが中

心になっていたとはいえ、多国間協議（実に124の国と地域が参加）が行われ、その結果と

してグローバリゼーションが進展したのである。他方、同時にEU統合の深化と拡大、

NAFTA（北米自由貿易協定：現在はUSMCA［米国・メキシコ・カナダ協定］）、AFTA（ASEAN

自由貿易協定）、MERCOSUR（南米南部共同市場）などRTAs（地域貿易協定）が90年代初

めに相次いで結ばれたことも地域内での貿易自由化を促した。 

 したがって、グローバリゼーションが冷戦体制の崩壊をもって1990年代前半に成立した

ことは明らかであるが、金融面でのグローバリゼーションは、80年代の漸進的な自由化の積

み重ねの結果として90年代初めに成立したのに対し、財貿易・サービス貿易面からのグロー
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バリゼーションは、主に1986～94年のウルグアイ・ラウンドでの協議と妥結、その結果と

してのWTOの成立をもって制度化されたととらえることができる。ただし、多国間主義に

基づくグローバル化はWTOの成立以降、足踏み状態にある。たしかに2001年には中国が、

2012年にはロシアがWTO加盟を果たし、その加盟国・地域は2022年９月時点で164に達し

ている。しかし、その後の財・サービス・投資の自由化は、WTOを舞台に制度的に行われ

るというより、RTAs（二国間FTAやメガFTA）を軸に無秩序な展開をみせるのである。 

 1990年代以降のグローバリゼーションと称される世界はどのような展開を示し、それ以

前の世界と比較し、どのような特徴をもっているのであろうか。 

 第１に、グローバリゼーションの進展に伴い、90年代以降、それ以前に比べ、世界各地で

通貨危機、金融危機が短期的周期で生じている。1992年のイギリス・ポンド危機に始まり、

94～95年にはメキシコ通貨危機、97～98年にはタイ、韓国、インドネシアなどを巻き込ん

だ東アジア通貨危機、98年ロシア通貨危機，同じくブラジル通貨危機が発生している。そし

て2007年、アメリカでサブブライム問題が顕在化し、2008年の投資銀行リーマン・ブラザ

ーズの破綻に発展、さらにそれが各国に伝播、特にアメリカと金融的繋がりの大きかったヨ

ーロッパ諸国に甚大な影響を与えた｡これが戦後第２回目の世界同時不況、世界金融経済危

機（2008～09年）であった。第１回目の世界同時不況（1974～75年）がその後の世界経済

のあり方に大きな影響を及ぼしたように、今回の不況も世界経済に構造変化を引き起こし

つつある。世界経済は、今回の不況後、新たな局面に入った。その行き着く先はまだ定かで

はないが、その変化は、米中対立、コロナ禍そしてウクライナ侵攻という形で表れている｡ 

 第２にＴ．ピケティ＊＊が『21世紀の資本』の第９章で明らかにしているように、先進諸

国の総所得について富裕層への集中度が1980年代以降、高まっていることである｡グローバ

リゼーションの進行とともに、先進諸国で経済格差が拡大したのである。ピケティのこうし

た分析結果に追加したいことは、彼が分析対象としたほぼ同じ期間に、世界的視野からみて、

所得の配分がどのようになされたかについてである。B.ミラノヴィッチ＊＊＊は、1988～2008

年にかけて世界の所得が最貧層から超富裕層でどのように変化したかを分析した結果、象

が鼻を上げた形に似た曲線（エレファントカーブ）が描けることを示した。すなわち、超富

裕層（先進国）と中国を中心とする新興国の中間層の所得の伸びが著しいのに対して、最貧

層（途上国）の伸びはわずか、そして先進国の中間層および下位中間層の所得はまったく、

またはほとんど上昇しなかったことを明らかにした。グローバル世界の「勝ち組」は、先進

国の超富裕層と中国を中心とする新興国の中間層、「負け組」は先進国の中間層・下位中間

層そして途上国の最貧層ということになる。こうしたミラノヴィッチの分析から、欧米諸国

において、自国優先主義やポピュリズムが台頭していること、具体的にはD.トランプ大統領

の登場やイギリスのEU離脱の理由を説明することが可能になる。 

 

＊ 直接働きかけずともそうせざるをえなくする力の枠組みのこと。 

＊＊ フランスの経済学者、1971年～。 

＊＊＊ アメリカおよびルクセンブルクの経済学者、1953年～。 
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（出典）山本和人・鳥谷一生編『世界経済論（第２版）』（ミネルヴァ書房、2023年）、20～

23ページより。本問で用いるにあたり、表現等を一部変更した。 

 

 

問題 以下の（１）、（２）ともに答えなさい。 

（１）筆者は、新自由主義的なグローバリゼーションはどのように進展したと考えているか。

400字程度で述べなさい。 

（２）1990年代以降、世界経済はどのように展開しているか。本文の内容も参考にしなが

ら、あなた自身の考えを400字程度で述べなさい。 

  


